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四
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第

一

回

朝

日

町

一

観

光

写

真

展

覧

会

一

朝
日
町
役
場
、
朝
日
町
観
光
協
会
主
催
、

一

朝
日
町
商
工
迎
合
会
、
泉
会
、
光
彫
会
、

一

両
越
新
聞
位
、
朝
日
町
カ
メ
ラ
商
組
合
が
一

後
援
と
な
っ
て
第

一
回
朝
日
町
観
光
写
真

展
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

て

期

日

十

一

月

五

日

六

日

て

場

所

朝

日
町
泊
公
民
舘

一、

出
品
考
資
格
朝
日
町
在
住
者
に
限
る

一、

主
題

朝
日
町
の
観
光
を
主
題
と
し

た
名
勝
、
史
服
、
年
中
行
事
、
風
俗
、

民
法
な
ど

て

応
募
作
品

五
点
以
内
、
未
発
表
の

・
も
の

一
、
規
絡
四
ツ
切
り
、
台
紙
っ
き

て

申
込
搬
入
十
月
二
十
七
日
よ
り
十

一
月

一
日
ま
で
、
役
場
観
光
係
り

て

索

査

委

員

制
日
町
長
、
誠
会
議
長

経
済
委
員
長
、
産
築
諌
長
、
商
工
連
合

会
長
、
中
野
俊
陽

一
、
表
彰
推
随
一
、
特
選
三
、
準
特
選

五
、
入
選
若
干

て

入
賞
作
品
の
臥
級
は
賞
受
傾
の
際
拠

出
の
こ
と
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稲
作
の
管
理

今
年
の
稲
の
生
育
は
六
月
中
の
好
天
候
に

恵
ま
れ
て
分
ケ
ッ
、
草
丈
と
も
に
平
年
作

を
上
廻
る
状
況
で
す
か
ら
今
後
の
努
力
に

よ
っ
て
墜
作
に
出
来
る
訳
で
す
。

稲
作
で
は
今
ま
で
が
地
牧
の
面
で
す
が
こ

れ
か
ら
が
滅
状
と
な
る
の
で
す
。
地
力
の

異
い
も
即
ち
上
田
は
秋
落
は
少
な
い
が
下

田
は
扶
落
で
す
。
地
力
以
上
に
分
ケ
ツ
し

た
処
は
ど
ん
／
＼
茎
数
が
減
り
ま
す
。

穂
が
小
さ
く
な
っ
て
牧
量
が
少
な
い
の
で

す
。
特
に
注
意
し
て
頂
く
こ
と
を
次
に
述

べ
て
見
ま
す
と

－

水

の

管

理

い

ね
生
省
内
期
間
中
水
の

一
番
大
切
な
の
は
や
は
り
水
で
す
花
水
で

す
。
稲
の
出
る
時
水
が
不
足
十
る
と
米
粒

が
少
さ
く
な
る
の
で
す
。
幼
時
形
成
樹
か

ら
出
穂
後
二
十
日
ま
で
は
水
の
必
要
な
時

期
で
す
。
田
の
草
取
が
終
っ
て
一
安
心
で

す
が
水
の
掛
引
は
必
ず
注
怠
し
て
下
さ
い

幼
穂
の
形
成
期
前
に
充
分
な
田
千
が
大
切

昭和32年7月20日発行ひさあ
で
す
。
＝
毛
作
閏
に
は
田
千
を
考
へ
て
下

さ
い
。
こ
の
時
に
悶
干
し
て
な
い
聞
は
根

腐
水
の
被
脅
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ち
ら
干

し
し
て
下
さ
い
。
視
悶
は
今
の
間
に
排
水

用
の
瀞
を
作
っ
て
根
腐
れ
防
止
を
考
へ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
本
田
で
は
今
後
い
ね

の
棋
を
新
し
く
出
す
力
が
大
変
お
と
ら
え

た
頃
で
す
か
ら
現
在
あ
る
恨
を
特
に
大
切

に
し
て
や
る
必
要
が
あ
る
訳
で
す
。
い
ね

の
慢
は
地
下
（
三
尺
ご
米
位
ま
で
の
深
き

に
入
る
も
の
で
す
。
今
か
ら
閏
が
ワ
ク
様

な
処
は
い
ね
と
し
て
一
番
嫌
な
と
と
で
す

2
病
虫
害
の
防
除
い
ね
の
病
気
で
牧
量

大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
い
も
ち
病

め
防
除
は
こ
れ
か
ら
が
大
切
。
天
肢
は
毎

日
晴
れ
上
が
る
様
で
す
と
稔
り
が
よ
い
の

は
い
も
ち
病
が
害
し
な
い
か
ら
で
す
が
今

年
は
葉
い
も
ち
病
が
遮
く
発
生
し
た
の
で

穂
首
い
も
ち
病
の
侵
害
が
特
に
心
配
と
な

っ
た
の
で
す
。
過
食
の
例
で
は
被
害
が
大

Eヨ
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ぎ
す
ぎ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
葉
い
も
ち
病

は
個
人
防
除
で
も
結
榊
で
す
が
穂
首
い
も

ち
病
は
個
人
で
は
中
々
完
全
防
除
は
出
来

な
い
の
が
普
通
で
す
か
ら
出
来
る
だ
け
共

同
し
て
防
除
下
さ
い
。

薬
剤
は
セ
レ
サ
ン
石
氏
の
反
当
三
キ
ロ
を

い
ね
の
は
し
り
の
穂
が
出
た
時
撒
布
し
て

下
さ
い
。
露
が
あ
り
ま
す
と
薬
害
か
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い

。
特
に
穂
首
い
も
ち
病
に
弱
い
品
種
例
え

ば
一
、
長
林
一
号
、

早
千
葉
錦
、
農
林
十
六

号
、
ゃ
ち
こ
が
ね
等
に
は
穂
揃
し
た
と
き

午
後
一
時
J
六
時
頃
の
聞
に
薬
を
撒
い
て

下
さ
い
。
業
い
も
ち
病
の
発
生
し
て
い
た

国
も
同
様
で
す
。

出荷
虫
、
二
出
版
虫
の
替
の
毎
年
あ
る
処
は

早
く
ホ
リ
ド
ー
ル
撒
布
し
て
虫
を
殺
し
て

下
さ
い
。
白
菜
栽
培

秋
の
読
菜
と
し
て
は
白
菜
が
一
番
多
〈
栽

怯
相
さ
れ
ま
す
が
苔
が
良
く
な
い
と
特
に
手

1
4
R
lノ
入
れ
し
で
も
結
球
は
致
し

A
一
回
マ
）
ま
せ
ん
か
ら
苗
作
り
に
努

f
l
u

－門
1
＼
め
て
下
さ
い
。

自
契
は
十
字
科
の
禍
物
で
す
か
ら
十
字
科

の
植
物
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
宜

t
六
年
な

い
土
の
処
で
苗
を
作
り
ま
し
ゃ

4
0

十
字
科
の
殺
倍
さ
れ
た
土
で
す
と
一
番
心

配
の
民
間
病
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

由
子
の
準
備
、
口
同
組
、
最
近
は
品
種
の
改

良
が
謹
ん
で
－
代
雑
極
が
良
い
の
で
す
が

自
家
譲
葉
の
方
は
加
賀
白
菜
ハ
京
都
白
菜

三
号
）
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

準
備
す
る
種
子
の
量
は
本
畑
ゴ
一
十
歩
（

一
致
）
当
り

－
1
二
勺
で
結
構
勺
す
。
一

反
歩
も
作
る
人
で
は
五
勺
位
で
も
苗
は
充

分
確
保
出
来
る
も
の
で

一
合
の
粒
数
三
一万

五
千
粒
で
す
。
播
種
す
る
時
期
は
本
畑
に

定
航
す
る
時
－

r考
へ
て
決
定
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
苗
床
臼
放
は
二
十
五
日
か
ら

三
十
日
位
で
す
か
ら
、
九
月
五
日
に
定
植

す
る
の
に
七
月
中
に
蒔
く
と
楢
傷
み
が
大

き
い
の
で
す
又
早
時
き
す
る
と
腐
敗
病
と

云
ふ
病
気
の
害
が
大
く
出
る
も
の
で
す
か

ら
八
月
五
日

t
十
日
頃
が
良
い
訳
で
す
。

山
間
地
の
山
知
で
は
早
〈
植
付
が
出
来
ま

す
か
ら
七
月
二
十
五
日
間
四
時
〈
訳
で
す
。

苗
床
は

一
段
歩
の
苗
床
か

一
坪
で
よ
い

早
く
生
石
灰
坪
二
O
O
匁
（
七
O
O
瓦
）

撒
い
て
土
を
消
毒
し
て
置
い
て
下
さ
い
。

完
熱
し
た
堆
肥
一
〆

t
ニ
メ
（
五
キ
ロ

）
を
準
備
し
て
之
を
土
と
由
民
く
混
合
し
て

置
く
。百
床
の
設
置
場
の
便
刺
な
処
で
毎
日
見

に
智
け
る
処
、
通
風
、
採
光
の
良
い
処
で

す
。
蒔
巾
は
四
尺
長
さ
は
適
宜
で
す
。
肥

料
坪
当
り
硫
安
一
O
O
匁
位
（
四
O
O
瓦

位
）
過
燐
酸
石
灰
一
O
O
匁
（
四
O
O瓦

）
境
化
カ
リ
四
O
匁

水
分
は
充
分
に
入
れ
て
床
の
上
を
か
る

く
た
L

い
て
其
の
後
四
寸
角
に
区
切
を
す

る
。
販
売
す
る
位
栽
堵
・
す
る
方
は
三
寸
豆

分
角
で
も
良
い
。
四
寸
角
の
中
央
に
茶
碗

の
尻
で
円
を
作
り
嬬
蒋
と
こ
与
に
播
種
す

る
。
五
粒
位
宛
と
す
る
砂
で
覆
土
を
す
る

其
の
上
、
ぬ
れ
ム
シ
ロ
で
日
複
を
す
る
。

一一日
間
に
発
芽
す
る
と
ム
シ
ロ
を
取
り
去

る
。
そ
の
後
毎
朝
早
く
潜
水
す
る
。
発
芽

後
五
日
目
に
第
一
閣
の
間
引
ぎ
を
す
る
こ

と
二
本
立
十
日
間
頃
ま
て
に
一
本
立
に
す

る
こ
と
。

掃
極
と
同
時
に
虫
の
密
が
あ
る
か
ら
D

D
T
（
必
ず
農
薬
用
の
も
の
）
を
撒
布
し

て
位
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

定
舶
は
本
葉
六
枚
頃
で
あ
る
。
秋
取
の

甘
蓋
、
播
種
し
て
あ
る
甘
藍
の
苗
に
虫
が

来
て
寄
が
あ
り
ま
す
か
ら
D
D
T
で
防
ぎ

せ
蓋
の
定
植
は
本
葉
六

t
七
枚
頃
で
す
。

贈
奥
税
に
つ
い
て

金
は
か
‘
ふ
り
ま
せ
ん
ハ
但
し
契
約
に
よ
る

も
の
を
除
く
）
し
か
し
相
続
を
開
始
す
る

前、

二
年
以
内
も
ら
っ
た
分
は
一

O
万
円

未
稀
で
あ
っ
て
も
そ
の
相
続
財
産
に
加
算

さ
れ
ま
す
。

三
、
税
率

二
十
万
円
以
下
一
玄
M
N

二

十

万

円

超

二

o
un

主

十

万

円

超

二

主
M
N

百

万

円

超

三

O

%

二

百

万

円

超

三

五

%

四
、
申
告
及
び
延
納
贈
与
な
ど
で
財
産

を
も
ら
っ
た
人
で
そ
の
年
中
に
も
ら
っ
た

財
産
の
価
格
が
－
O
万
円
を
組
え
る
場
合

は
翌
年
の
二
月

一
日
か
ら
末
日
ま
で
の
間

に
申
告
を
し
て
納
税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
場
合
の
延
納
は
相
続
税
に
く

ら
べ
て
き
び
し
く
、
贈
与
税
額

一
万
円
以

上
で
金
銭
で
一
時
に
納
め
ら
れ
な
い
場
合

だ
け
そ
の
納
付
を
困
難
と
す
る
金
額
に
つ

い
て
担
保
を
提
供
し
て
最
高
五
年
の
延
納

を
申
請
で
き
る
が
、
物
納
は
全
然
み
と
め

ら
れ
な
い
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山

氏

の

美

挙

朝
日
町
泊
木
炭
販
売
業
山
口
己
之
助
氏
は

数
年
前
妻
子
に
死
別
、
孤
独
な
生
活
を
送

っ
て
お
ら
れ
る
が
氏
は
夙
に
町
内
で
も
屈

指
の
働
金
者
と
し
て
そ
の
老
齢
を
超
え
た

勤
労
振
り
を
賞
讃
さ
れ
て
い
る
が
今
回
氏

は
粒
々
辛
苦
の
中
で
貯
蓄
さ
れ
た
金
一
万

円
を
、
亡
き
御
子
息
を
思
慕
す
る
の
念
を

そ
の
ま
ま
あ
ど
け
な
い
保
育
園
の
園
児
に

注
が
れ
寄
贈
を
申
し
出
ら
れ
た
。

保
育
園
で
は
こ
の
美
挙
に
感
激
し
こ
れ
を

有
意
義
な
使
途
に
あ
て
る
よ
4
山
口
氏
と

協
議
中
で
あ
っ
た
が
多
年
懸
案
中
で
あ
っ

た
闘
旗
の
購
入
に
あ
て
る
よ
う
決
定
し
た

ロ

床

間

建

築

写

真

文

庫

戦

国

秘

巻

中

山

義

秀

柳
生
武
芸
帖
3

五
味
康
踊

農
事
研
究
と
青
年
運
動
堀
越
久
甫
編

青
年
運
動
五
十
の
質
問
須
藤
克
一
ニ
編

新
し
い
農
薬
の
使
い
方
石
井
象
二
郎

農
家
の
た
め
の
土
地
改
良
山
崎
不
二
夫

獣

医

の

く

る

ま

で

平

井

次

郎

飼

料

作

物

山

田

豊

一

編

全
化
成
肥
料
早
わ
か
り
浪
江
虚

肥

料

の

知

識

浪

江

鹿

果
樹
つ
〈
り
十
二
ヶ
月
八
木
沢
貞
晴

日
本
歴
史
を
散
歩
す
る
海
音
寺
潮
五
郎

妻

恋

い

獅

子

汰

掘

現

樹

金
魚
の
飼
ひ
方
ふ
や
し
方
新
井
邦
夫

包

む

幸

田

文

沖

縄

の

民

石

野

径

一

郎

和

家

具

建

築

写

真

文

庫

日

本

の

女

性

一

ニ

瓶

幸

子

編

書

道

西

川

寧

編

新
平
物
語
M

古

川

英

治

異

母

兄

弟

田

宮

虎

彦

若

き

知

性

保

坂

弘

司

相

撲

三

国

志

秀

ノ

山

勝

一

近

代

文

学

論

上

臼

井

士

口

勇

上
高
地
槍
穂
高

僕
の
日
本
拝
見

い
ろ
は
匂
え
ど

大
衆
法
律

朝日町立中央図書館

大
宅
壮
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吉
田
機
司

中
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